　先立つこと3月には、杉田町政の2期日がスタートしました。

　私は、この回り合わせは我が上牧町が改革を進めていく上で、絶好のチャンスであると考

えております。

　質問事項は、1、杉田町政2期日の公約と上牧町の方向づけについて、2、公共工事入札・

契約適正化法施行に伴う上牧町の取り組みについて、3、給付開始から1年経過の介護保険

と今後の取り組みについての3項目です。

　まず、杉田町長2期日の公約と上牧町の方向づけについて質問します。

　私は、杉田町長にリーダーシップを発揮し、骨太に上牧町の方向づけをやっていただき
たいと提言してまいりました。この議会には肉づけ予算として補正予算が提出されており、
これでもって13年度の予算の全体が出そろったことになります。今年度は小泉内閣の政策を
待つまでもなく、上牧町の将来を設計していく上で大変重要な年だと私は考えております。

　そこで、1、杉田町長の選挙公約は、「パークタウン上牧構想に基づく遊歩道の整備と沿線

の公園化、財政の健全化を図りつつ住民要望にこたえる」であったと思いますが、まず確認

させていただきたい。

　2、小泉内閣で地方交付税補助金の削減と税財源の地方への移譲が具体化されようとして

いますが、向こう4年間の上牧町の方向づけと行財政改革に取り組む方針について。

　3、地方分権で地域間競争に向かう中、上牧町の特色をどう出していかれるのか。

　4、加速する市町村合併や行政広域化についての基本的な考えと、今後の取り組みについ

てお伺いしたい。

　次に、公共工事入札・契約適正化法施行に伴う上牧町の取り組みについて質問します。

　このところ長引く不況、深刻な財政難を背景に、公共工事をめぐる談合事件、入札情報漏

えいや妨害、贈収賄・汚職の頻発、政官財の腐敗構造などが世間の厳しい批判を浴びてまい

りました。公共工事の入札や契約を適正化する法整備がようやく始まったところでございます。

　そこで、1、公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律の施行と、適正化指針

が閣議決定されたことについて、町の見解と対応をお聞きしたい。

　2、地方公共団体による情報の公表、法第7条その他に関する町の取り組みについて、
具体的に述べていただきたい。

　3、公正な競争を促進するための入札・契約方法の改善について、町の方針をお伺いしたい。
　なお、この件に関する資料を用意いたしましたので、議長におかれては配付をお許し
いただきたいと思います。

　最後に、給付開始から1年経過の介護保険について質問します。

介護の社会化をテーマに導入された介護保険ですが、スタートするまで紆余曲折がありま

した。要介護認定が始まる時点で、65歳以上保険料の徴収を半年猶予、1年間半額免除と
いった迷走ぶりでございました。それも1年経過しての世論調査では、「制度を評価する」が

84％これは3月31日付の読売新聞でございますが−となっております。しかし、個別対応や
介護現場での多くの課題があることも事実です。町を事業主体とする介護保険は、むしろ
これからが大切だと考えます。

　そこで、1、12年度介護保険特別会計が1億7,386万4,000円の減額補正されましたが、

主な介護サービスの利用状況とその要因について。

　2、要因の一つに保険料や利用料の負担が指摘されており、10月からの65歳以上保険料

の全額徴収にどのように対応されるのかお伺いしたい。

　3、次の事項についてお聞きしたい。ケアマネージャーの利用状況、権利擁護事業の取り

　組み、移送サービスと介護タクシーの状況、高齢者福祉ガイドブックの配付と説明会の開催、

　次期介護保険事業計画への取り組み。

　　以上が、私の質問内容です。

　　質疑は一間一答でお願いし、再質問は自席で行わせていただきます。よろしくお願いいた

　します。

○議長（吉川米義）　堀内議員。

06番く堀内英樹）町長には一般質問でこのところたびたびご答弁をお願いしておりますが、

　まず、2期目杉田町長の選挙公約について2点ほど具体的にお尋ねしたんですが、その点の

　確認からお願いしたいと思います。よろしくお願いします。

○譲長（吉川米義）　杉田町長。

○町長（杉田重雄）　私は、あくまでも「愛のある美しいまちづくり」が基本でございまして、

　住民の方々が元気で安心して暮らせる、そういう美しいまちづくりをやっていきたいと考え

　ております。町全体をまず公園となるようなイメージの「パークタウン上牧構想」を一応公

　約として打ち出しております。

　　具体的にはサンシャイングリーンベルト構想がその一環となりますように、上牧町全体が

　遊歩道でつなぐ、そして一つ一つ公園、あるいはチチブ池、貴船神社の周辺、それから片岡

